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奄美市農業委員会第６回定例総会議事録

１．招集日時　　平成２６年６月２０日(金)　　午前９時３０分～
２．招集場所　　奄美市文化センター第１会議室
３．出席委員
	番号
	氏　　名
	番号
	氏　　名

	　1
	與島　文雄
	12
	屋島　良幸

	　2
	山下　典仁
	13
	喜野　和也

	　3
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	　6
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	17
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	　7
	前田　孝德
	18
	志岐　清夫

	　8
	行　　辰朗
	19
	赤﨑　重雄

	　9
	前山重一郎
	20
	榮　　清安

	10
	南　　利郎
	21
	野﨑　清志

	11
	松崎　文好
	22
	福原　秀和


４．欠席委員　　　
５．議事に参与した者

　　事務局長　　　川内　　進　  事務局次長　　山下　文次
　笠利分室長　　中尾　豊和　　
住用分室長　　納　　保敏　　住用分室主幹　用稲　工巳　
６．報告事項

　　 ・出張報告

　　 ・笠利地区農地パトロールの報告について

　　 ・名瀬地区農地パトロールについて

　　 ・７月定例総会日程について

７.議事日程

　(1)　会議録署名委員の指名について

　(2)　会期の決定について

(3)　議案について
議案第36号　農地法第３条の規定による許可申請について

議案第37号　農地法第４条の規定による許可申請について

議案第38号　農地法第５条の規定による許可申請について

議案第39号　名瀬地域農用地利用集積計画(利用権設定)の決定について
協議事項

(4)　その他
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	（前山会長）
ただいまの出席委員は２２人であります。総会は成立いたしました。

これから、平成２６年第６回定例総会を開会いたします。

（欠席委員は　　　　　委員）
それでは、議事日程に入ります。
日程第１　
会議録署名委員の指名を行います。

会議録署名委員に１７番泉　智宜委員と１９番赤﨑重雄委員の２名を指名いたします。

日程第２　
会期の決定を議題といたします。

本日の総会は、日程通知のとおり議案第３６号から議案第４２号までの７件を予定いたしております。

お諮りいたします。
会期は本日１日にしたいと思いますが、これにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

　ご異議なしと認めます。　
よって
本総会の日程は、１日と決定いたしました。
本日の議案日程は、あらかじめお配りしてありますとおりを予定としております。
これにご異議ございませんか。
（「異議なし」の声あり）

ご異議なしと認めます。
日程第3

議案第３６号農地法第３条の規定による許可申請について、を議題といたします。

　事務局に議案の朗読と説明を求めます。
（川内局長）
（事務局の朗読及び説明）　

№１６につきましては、売買による所有権移転でございます。４ページにありますように受人は、サトウキビ２８．６アールを栽培しており、取得地にはタンカン５．６アール、バナナ５アールを植栽する予定で規模拡大のためと判断いたします。

№１７につきましては、贈与による所有権の移転でございます。１３ページにありますように受人は、野菜７１．６アール、果樹５．６アールを栽培しており、取得地にはスモモを植栽する予定で規模拡大のためと判断いたします。

№１８につきましては、贈与による所有権の移転でございます。２６ページにありますように受人は、野菜７２．７アール、果樹７０アールを栽培しており、取得地は竹林として利用する予定で規模拡大のためと判断いたします。
以上３件でございます。

農地法第３条第２項の各号に該当しないため、許可要件をすべて満たして
おります。

(前山会長）

　本案に対する担当調査委員による調査意見の報告を求めます。順次、譲受人、譲渡人及び土地の順に報告をお願いします。
　№１６について、野﨑委員

（野﨑委員）

　議案第３６号農地法第３条の規定による許可申請について、№１６の調査報告をいたします。
　この申請地は、昨年３月の農地法第５条申請で許可された残りの農地です。分筆をして今回農地法第３条許可申請をして、許可あり次第タンカン・バナナを植栽する予定だと言うことです。申請書のとおり間違いないと言うことで、よろしくお願いしますと言うことでした。

　なお、「第２項第１号、第２項第４号、第２項第７号」は、別紙のとおりですので報告いたします。以上です。

（前山会長）

　№１７について、屋島委員
（屋島委員）

議案第３６号№１７の農地法第３条の規定による許可申請についてご報告いたします。

６月１６日午前９時過ぎに受人宅で聞き取り調査をいたしました。受人と渡人は従兄弟で渡人は千葉県に住んでおり、兄弟も本土におり帰ってきて農業をすることは無いと言うことで、受人に贈与すると言うことでした。

土地は知名瀬の太田袋は耕作されているが、知名瀬の中田と根瀬部の小田院は荒れていて今のところ入れる状態ではありません。

また、根瀬部の西久場は周りに住宅があり、耕作が出来る状態でありました。３条の許可申請書のとおり間違いないと言うことでした。

なお、「第２項第１号、第２項第４号、第２項第７号」は、別紙のとおりでありますのでご報告いたします。以上です。

（前山会長）

　続いて事務局

（山下次長）
　議案第３６号農地法第３条議案番号№１７の案件につきまして渡人について調査いたしました。

渡人は千葉県流山市に在住のため、６月１１日９時３０分に電話で確認しました。本人は本土在住で島に帰って農業をすることは無いと言うことで、受人に贈与すると言うことで、申請書のとおり間違いありません３条申請をよろしくお願いしますと言うことでした。以上報告いたします。

(前山会長)
　№１８について、松元委員
（松元委員）
　農地法第３条№１８について調査報告をいたします。
６月１２日午後３時に自宅にて聞き取り調査をいたしました。

　譲受人は譲渡人の次女であり、以前家族会議でこの土地を譲り受けていたのですが,その時は公務員であり申請書を出さなかったのですが、今回３月退職したので申請書を提出したとのことです。

　なお、作物については竹林となっております。以上です。

（前山会長）

　続いて志岐委員

（志岐委員）
　議案第３６号№１８農地法第３条の規定による許可申請について調査報告をいたします。
６月７日８時４０分中沢さんの自宅で本人にお会いすることができました。改めて中沢さんに東仲間字赤尾木田１０６６番、面積が２８０平方メートールの土地を娘に贈与すると言うことになっていますが間違いありませんかと確認をしたところ、間違いありませんのでよろしくお願いしますとの本人からの答えをいただきました。
ついでに畑も見た方が何かと参考になるだろうと思って、中沢さんに場所を知らないので場所まで教えていただきませんかと聞いたところ、東仲間の集落の入り口に住宅が建っているので、その向かいが自分の土地ですと言う説明を受けました。その後畑まで行って調査をして参りました。その畑は今松元委員がおっしゃったとおりですので省略いたします。
なお、「第２項第１号、第２項第４号、第２項第７号」は、別紙のとおりでありますのでご報告いたします。以上です。

（前山会長）

それでは本案に対する質疑に入ります。
（松崎委員）

　この３条申請の№１６,これは対価が記載されていませんが。
（中尾笠利分室長）

　先程野崎委員から説明があったとおり、平成２５年２月に５条申請をする時に全体を幾らと言うことで買っていまして、今回はその残りと言うことで対価は書いておりません。
（前山会長）
　外に質疑ございませんか。
（昇委員）

　№１８について、公務員だったと言うことで耕作面積が取得後一町五反歩あり、所有機械もパワーショベル、トラクター、管理機を持っていますが、ご主人等が農業をやっているのですか。状況をお願いします。
（松元委員）
　この方は私の地区なので私がお答えします。

　確かに合併してからは公務員と言うことでなかなか３条の申請と言うのは難しくて子供や奥さん名で申請をしていたのですが、以前の住用村においては父親が所有していた土地は公務員である息子が耕したりと言うことが通っていましたので、そう言う状態の中で本人もご主人の方も親からもらったり新しく売買で買ったりして経営していました。以前はそう言うこともありましたと言うことです。
（前山会長）
　外に質疑ございませんか。

（「なし」の声あり）

質疑がないようですので、これをもって質疑を終結いたします。
お諮りいたします。

　議案第３６号農地法第３条の規定による許可申請について、は担当調査員による調査意見の報告のとおり、許可意見と認めることにご異議ございませんか。

(「異議なし」の声あり)

ご異議なしと認めます。

よって議案第３６号農地法第３条の規定による許可申請について、は審議の結果、これを認めることに決定いたしました。

日程第４

　議案第３７号農地法第４条の規定による許可申請について、を議題といたします。

　事務局に議案の朗読と農地区分の報告を求めます。

（川内局長）

（事務局の議案の朗読と農地区分の報告）

№４につきましては、既に住宅及び倉庫が建築されており、始末書も添付されております。
申請地は城集落を越えて川を渡ったすぐの農道を右に曲がり４００メートル程上がった左側にあり、東側は農道、北側は水路、西側は原野、南側は山林で農振農用地区域外の小集団で生産性の低い農地であるため、農地区分は第２種農地と判断いたします。

以上１件でございます。

（前山会長）
　それでは、本案に対する担当調査委員による調査意見の報告を求めます。

　志岐委員

（志岐委員）
　議案第３７号農地法第４条の規定による許可申請について、調査報告を申し上げます。
　５月１５日７時頃私が食事をしていたら森元さん夫婦が私の家を訪ねられて、相談があって来ましたと言うことでしたので、何の相談でしょうかと聞いてみたところ最初は登記の土地の調査をして欲しいと言うことでの依頼でした。資料を持ってこないと調査は出来ないと言うことで資料を持って来るようにとその日は返しました。
それから２・３日経って本人からどこを探してもその資料が見当たらないと言うことであり、その資料が無ければ法務局での調査が出来ないので、最後に３月に固定資産税の納付書に税務課から明細が送られてきている筈だからそれを持ってくるように伝えました。
これも又どこにやったのかさっぱり分らないと、あれ聞いてもこれ聞いても分らないと言うので、私が住用の税務課に行って再交付が出来ないかと窓口に相談に行ったら、職員が何も無くて一般の財産を見せることは出来ないが、本人の委任状があれば差し支えありませんと言う返事でしたので、その用紙をもらって本人の所へ行って書いてもらって再び税務課の窓口にそれを持って行って明細の一覧表をいただきました。

これを元に法務局で調べてみましたところ初めてこの土地が農地であるのに家を造ってあることに気づきました。

登記簿を見ますとまだ登記が変っていないものが３筆あり、一番大事なのは畑に家を建築しているのは農地法に触れるので早く当局に申告しなさいと、役場にこの資料を持って相談して４条にするのか非農地にするのかは相談の上でやれば良いとアドバイスをしました。この相談により４条許可申請となったものだと思われます。

場所は集落を過ぎて金久田川に橋が架かっていますがそこから５０メートル程行って右の方に役５００メートル程行った山裾の一軒家です。
６月１３日には志岐、與島、事務局から用稲さんの３名で再度この土地を調査いたしました。工事の内容等は皆さんの資料に詳しく書いてありますのでお目通しください。何年頃に家を建てたのか聞いたところ平成１０年度に造りましたと言うことで始末書も添付されておりますのでよろしくお願いしますとのことでした。以上です。
（前山会長）
　それでは、これから本案に対する質疑に入ります。

　質疑はございませんか。

（與島委員）
　これは今志岐委員から報告がありましたように平成１０年度に建築したそうで１５年経過していますが、隣接地も親戚同士の土地ですので事後処理ではありますが私からは異論はありません。よろしくお願いします。

（前山会長）
　外に質疑はございませんか。

（「なし」のこえあり）

　質疑がないようですから、これをもって質疑を終結いたします。
　お諮りいたします。

　議案第３７号農地法第４条の規定による許可申請については、担当調査委員による調査意見の報告のとおり、許可意見と認めることにご異議ございませんか。

（「異議なし」の声あり）

　ご異議なしと認めます。

よって、議案第３７号農地法第４条に規定による許可申請について、は審議の結果、各項目とも適当と認めて県農業会議に諮問することに決定いたしました。
日程第５の議案第３８号農地法第５条の規定による許可申請について、には私の調査案件が含まれておりますので、ここで議長を会長代理の松崎委員と交代して審議を進めたいと思います。よろしくお願いします。
（議長交代）

（松崎会長代理）
　暫時休憩いたします。

　審議を再開いたします。

日程第５
　議案第３８号農地法第５条の規定による許可申請について、を議題といたします。
事務局に議案の朗読と農地区分の報告を求めます。

（川内局長）
（議案の朗読及び農地区分の報告）

　№１２につきましては、一般住宅を建設するための申請であります。

　申請地は大熊町の集落内の都市計画区域内であり、周りは住宅に囲まれておりまして、土地区画整理法第２条第１項に規定する土地区画整理事業の施行に係る区域内であるため、農地区分は第３種農地と判断されます。

　№１３につきましては、現在佐大熊町にある児童発達支援センター敷地を奄美市に返還するのに伴い新施設を建設するための申請であります。

　申請地は和光町の丸平リースの機材置場の隣の都市計画区域内であり、土地区画整理法第２条第１項に規定する土地区画整理事業の施行に係る区域内であるため、農地区分は第３種農地と判断されます。
　№１４につきましては、太陽光発電のための太陽電池モジュールを設置するための申請で、賃貸借権設定の事案であります。
　申請地は見里集落の内海側で隣には玉野電業の小屋が建っており、農振農用地区域外の小集団で生産性の低い農地であるため、農地区分は第２種農地と判断されます。

　№１５につきましては、一般住宅を建設するための申請であります。
　申請地は浦上町の奥の方で染色指導所の近くで都市計画区域内であり、周りは住宅に囲まれておりまして、土地区画整理法第２条第１項に規定する土地区画整理事業の施行に係る区域内であるため、農地区分は第３種農地と判断されます。
　№１６につきましては、一般住宅を建設するための申請であります。
　申請地は有屋町の食肉センターの川向かいで、都市計画区域内であり、周りは住宅に囲まれておりまして、土地区画整理法第２条第１項に規定する土地区画整理事業の施行に係る区域内であるため、農地区分は第３種農地と判断されます。
　以上５件でございます。

（松崎会長代理）
　それでは、順次申請人及び土地の順に担当調査委員による調査意見の報告を求めます。
　№１２を榮委員

（榮委員）
　農地法第５条許可申請№１２について調査意見の報告をいたします。
６月１７日午後４時に譲受人であります森隆興氏の仕事場に尋ね聞き取り調査をいたしました。受人は現在３９歳申請書における地番、面積、対価、資金計画等記載内容には相違ないと言うことでしたので報告いたします。よろしくお願いしますとのことでした。以上です。

（松崎会長代理）

　前山委員

（前山委員）

　農地法第５条№１２の渡人及び土地についての調査報告をいたします。
渡人であります山田さんの自宅を訪問しまして本人が年を召していましたので奥さんと話をしまして確認いたしました。渡人が二人になっておりますが、叔父と姪の関係だと言うことであります。姪の分については後ほど事務局から説明があると思います。地番、面積、金額等も申請書のとおり間違いありませんと言うことでした。
　土地につきましては先程もありましたように大熊の都市計画区域内でありまして、雑草が若干生えている程度で事前着工もされているようではありませんので何ら問題は無いのではないかと思われますのでよろしくお願いいたします。以上です。

（松崎会長代理）
　続いて、事務局

（山下次長）
　議案第３８号農地法第５条議案番号№１２の譲渡人の竹下由佳さんについて調査報告いたします。
竹下由佳さんは山田さんの姉さんの娘です。本人は現在東京都杉並区に在住のため、６月１１日９時３５分に電話で確認しました。この土地については山田雅文さんとの共有の土地でありますが、別の方に所有権移転して住宅を建てると言うことで申請書のとおり間違いありませんと言うことで確認しましたので報告いたします。以上です。
　議案第３８号農地法第５条議案番号№１３の譲受人であります社会福祉法人聖隷福祉事業団について調査報告いたします。６月１１日９時４０分に譲受人の静岡県浜松市にある社会福祉法人聖隷事業団本部の運営管理部に電話しました。運営管理部の桜井さんと言う方が対応していただきました。申請内容につきまして確認しましたところ先程言いましたように移転に伴う社会福祉法人の建て替えのための申請でありますのでよろしくお願いいたしますと言うことでしたので報告いたします。以上です。
（松崎会長代理）
　喜野委員

（喜野委員）
　議案第３８号№１３農地法第５条の規定による許可申請について報告をいたします。
渡人の平浩典氏と６月１７日１８時から渡人の自宅において面談を行いました。購入予定者は奄美市に所在する佳南園を系列に持つ社会福祉事業団とのことでした。申請書記載内容に相違のないことを確認いたしました。以上です。
（松崎会長代理）
　続いて、行委員
（行委員）
　議案第３８号議案番号№１３所有権移転農地法第５条の規定による許可申請について事前調査報告をいたします。
６月１３日午後２時に申請地を視察いたしました。６３ページの見取図にあるように両サイドを公衆用道路に囲まれ、西側は宅地に接していました。また、膝程に伸びた雑草が生えていてトラロープで仕切られていました。何ら問題ないものと思われます。ご審議の程よろしくお願いいたします。以上です。
（松崎会長代理）
　№１４を屋島委員

（屋島委員）

　議案第３８号№１４の農地法第５条の規定による許可申請についてご報告いたします。
この案件は太陽光発電のための個人から会社への賃貸借権設定であります。６月１６日午後３時過ぎに賃借人の事務所で賃貸人の息子の副社長とメーカーから聞き取り調査をいたしました。土地１，４８７平方メートルの内５３６平方メートルを分筆し使用したいと言うことでした。転用計画・資金計画・賃借料等申請書のとおり間違いないと言うことでしたのでご報告いたします。以上です。
（松崎会長代理）

　與島委員
（與島委員）
　私は土地について調査報告をいたします。
６月１３日９時３０分より住用支所の用稲さんと二人で現地を見てきましたが、まだ事前着工等はありません。以前は社長の玉野勉さんが農業をしていた場所ですがそこを分筆して太陽光発電をしたいと言うことです。翌日の１４日に会社に電話をして副社長である息子に確認をしましたとこと申請書のとおりですのでよろしくお願いしますと言うことでした。場所は見里の交流館を過ぎて５００メートルも行かない海側で国道の左側になります。そこに玉野電業の倉庫が一棟建っております。そこの続きで施工待ちをしている状態です。周囲は生産性の低い土地で農業等はやっておりません。以前は大潮になると水が上がって土地がつかるような場所ですのでそれぞれが嵩上げをして一部宅地状態にもなっております。以上です。
（松崎会長代理）
　№１５を前山委員
（前山委員）
　農地法第５条許可申請№１５について調査報告をいたします。
この受人の自宅を訪問して調査をいたしました。現在は賃貸借の住宅に住んでおりますので住宅を建設すると言うことであり、番地・面積・対価等この申請書のとおり間違いありませんのでよろしくお願いしますと言うことでした。
譲渡人の方が二人ですが大木アキヱさんと大木秀樹さんは親子でございます。大木アキヱさんは高齢で詳しいことは判らないと言うことで娘さんに電話をして確認をしましたらこの通り間違いありませんと言うことでした。秀樹さんについては後ほど報告があると思います。
土地につきましては、浦上の都市計画区域内でありまして８３ページの見取図にもありますように国道の真下になります。８４ページには宅地鹿児島県とありますが、これは工業高校の職員住宅でございますが今は誰も住んでおりません。この申請地も２メートル程のススキが生えておりまして周辺は宅地ですので早く整地をしてもらわないとハブの危険性もあると言うふうに思っております。事前着工等も無く問題はないものと思われますのでよろしくお願いいたします。以上です。

（松崎副会長）

中村委員
（中村委員）
　議案第３８号農地法第５条許可申請№１５について調査報告いたします。
６月１３日１２時３０分譲渡人宅で聞き取り調査を行いました。先程前山委員からもありましたように譲渡人二人は親子であります。地番・面積・対価等は申請書のとおり間違いないと言うことであります。以上です。

（松崎会長代理）

　№１６を榮委員

（榮委員）

　議案第３８号農地法第５条の規定による許可申請№１６について調査報告をいたします。
まず受人であります元山豊治氏と６月１７日午後１時お会いして直接お話を伺いました。豊治氏は現在６６歳、奥様の多恵子さんは５６歳、現在小俣町にお住まいの家は借家でありまして今回の申請におきまして新築住宅を建設したいと言うことでした。申請書の内容に相違なくよろしくお願いしますとのことでした。
　渡人の上野ミヨ子さんとも１７日午後１時に直接お会いしまして話を伺いました。ご主人も同席されていましたので二人揃っての面談となりました。申請内容に係る土地の所在・面積・対価等間違いはないと言うことです。以上です。

（松崎会長代理）

　喜野委員

（喜野委員）

　議案第３８号№１６農地法第５条の規定による許可申請についての農地調査について報告いたします。
６月１７日１３時に現地確認を行いました。まず、現況ですが住宅の間に所在し雑草等も生えておりません。周りの方が柵も無いので車等を停めていたと思われますが草一つ生えていない状態になっております。住宅街の一角で周りに耕作中の農地は無く特に近隣の農地に与える影響はないものと思われます。委員の審議をよろしくお願いいたします。以上です。
（松崎会長代理）
　それでは本案に対する質疑に入ります。質疑ございませんか。

（吉委員）

　№１２の渡人が二人になっておりますが、登記簿上も二人になっていると言うことでしょうか。

（山下次長）

　はいそうです。共有になっております。竹下さんは旧姓藤島さんになっておりました。
（松崎会長代理）

　外に質疑ございませんか。

（吉委員）

　№１４の７０ページの許可を受ける面積ですが、先程の説明では１，４８７平方メートルの内５３６平方メートルと言うことでしたが、７６ページと７８ページの面積を見ますと７２２平方メートルになっております。これで良いのですか。
（松崎会長代理）

　協議会に移します。

　正会に返します。

　外に質疑ございませんか。

(「なし」の声あり)
　質疑がないようですから、これをもって質疑を終結いたします。

お諮りいたします。

議案第３８号農地法第５条による許可申請については担当調査委員による調査意見の報告のとおり、許可意見と認めることにご異議ございませんか。

(「異議なし」の声あり)
ご異議なしと認めます。

よって、議案第３８号農地法第５条の規定による許可申請については、審議の結果各項目とも適当と認めて県農業会議へ諮問することに決定いたしました。

　これで、議長交代をいたします。ご協力ありがとうございました。
（議長交代）

　

（前山会長）

日程第６
議案第３９号名瀬地域農用地利用集積計画（利用権設定）の決定について、を議題といたします。

　事務局に議案の朗読及び説明を求めます。

（川内局長）

　（事務局の朗読及び説明）
　内容につきまして、農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満たしていることを報告いたします。

（前山会長）

　これから本案に対する質疑に入ります。質疑ございませんか。
（吉委員）
　この果樹の場合５年というのは短くないですか。
（山下次長）
　この森永幸二郎さんという方は農業研修センターの研修生で今度新しく就農すると言うことでパッションフルーツを予定していましてハウスで一応５年の予定です。後ほど又期限が来たら更新になると思います。
（前山会長）
　外に質疑ございませんか。
(「なし」の声あり)
質疑がないようですから，これをもって質疑を終結いたします。
お諮りいたします。

議案第３９号名瀬地域農用地利用集積計画(利用権設定)の決定ついては、これを認めることにご異議ございませんか
　(「異議なし」の声あり）
ご異議なしと認めます。
よって、議案第３９号名瀬地域農用地利用集積(利用権設定)の決定については、審議の結果これを認めることに決定いたしました。
日程第７
　議案第４０号住用地域農用地利用集積計画（利用権設定）の決定について、を議題といたします。

　事務局に議案の朗読及び説明を求めます。

（用稲主幹）

　（事務局の朗読及び説明）

内容につきまして、農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満たしていることを報告いたします。
（前山会長）

　これから本案に対する質疑に入ります。質疑ございませんか。
　
(「なし」の声あり)
質疑がないようですから，これをもって質疑を終結いたします。
お諮りいたします。

議案第４０号住用地域農用地利用集積計画(利用権設定)の決定については、これを認めることにご異議ございませんか。
　(「異議なし」の声あり）
ご異議なしと認めます。

よって、議案第４０号住用地域農用地利用集積(利用権設定)の決定については、審議の結果これを認めることに決定いたしました。
日程第８
　議案第４１号笠利地域農用地利用集積計画（利用権設定）の合意解約の決定について、を議題といたします。

事務局に議案の朗読及び説明を求めます。
（中尾分室長）

　（事務局の朗読及び説明）

内容につきまして、農業経営基盤強化促進法第１８条第６項の各要件を満たしていることを報告いたします。
（前山会長）

　これから本案に対する質疑に入ります。質疑ございませんか。
(「なし」の声あり)
質疑がないようですから，これをもって質疑を終結いたします。
お諮りいたします。

議案第４１号笠利地域農用地利用集積計画(利用権設定)の合意解約の決定については、これを認めることにご異議ございませんか。

　(「異議なし」の声あり）
ご異議なしと認めます。

よって、議案第４１号笠利地域農用地利用集積(利用権設定)の合意解約の決定については、審議の結果これを認めることに決定いたしました。
日程第９
　議案第４２号笠利地域農用地利用集積計画（利用権設定）の決定について、を議題といたします。

事務局に議案の朗読及び説明を求めます。
（中尾分室長）
　（事務局の朗読及び説明）

内容につきまして、農業経営基盤強化促進法第１８条第３項の各要件を満たしていることを報告いたします。
（前山会長）

　これから本案に対する質疑に入ります。質疑ございませんか。
(「なし」の声あり)
質疑がないようですから，これをもって質疑を終結いたします。
お諮りいたします。

議案第４２号笠利地域農用地利用集積計画(利用権設定)の決定については、これを認めることにご異議ございませんか。

　(「異議なし」の声あり）
ご異議なしと認めます。

よって、議案第４２号笠利地域農用地利用集積(利用権設定)の決定については、審議の結果これを認めることに決定いたしました。以上で、本日用意した議事日程はすべて審議を終了いたしました。
これから協議会へ移します。

・『農業委員会の見直し意見』に対する決議案について

(前山会長)

　正会に返します。
　以上で，本日用意した案件は全て審議終了いたしました。

　本日はこれにて散会いたします。
　お疲れ様でした。
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